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シグナル伝達物質として機能する DNA を介した細胞間コミュニケーション 

 

 

 

 

  



 

 

研究成果の概要 

本研究課題は、転移性脳腫瘍におけるミクログリアとがん細胞の間で生じる機能性 DNAを介し

た細胞間コミュニケーションの分子メカニズムと生理的意義を明らかにすることにより、新たな細胞

間コミュニケーションを提案するものである。 

2022年度はミクログリアががん細胞の細胞死を誘導するメカニズムとして、DNA を送り込むこと

により細胞内 DNAセンサーである IFI16の活性化を誘導し、ASC-Caspase1 とともに

Inflammasomeを形成することを明らかにした。さらに、この DNAを介した細胞死には DNAセン

サーとして知られる AIM2や cGASが関与していなかったことから、IFI16特異的なメカニズムであ

ることを明らかにした。また、トランスウェルを用いた実験により液性因子の関与を検討した結果、ミ

クログリアによる細胞死誘導には液性因子ではなく細胞間の直接的な結合が必要であることを明ら

かにした。 

現在、ミクログリアが直接結合によりがん細胞にどのように DNAを送り込んでいるのか、そのメカ

ニズムを解析するとともに、がん細胞の IFI16に結合するミクログリア由来の DNAを次世代シーク

エンサーにより解析することで細胞間コミュニケーションを媒介する機能性 DNAの性質を明らかに

しようとしている。 

 

 


